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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 三好　洋一郎

福岡県バスケットボール協会

全九州大会２回戦、福岡県１位精華女子対熊本県２位熊本商業との対戦、精華女子のスターティングメンバ―は、
＃４、＃６、＃７、＃１１、＃１４、熊本商業のスターティングメンバ―は、＃４、＃１０、＃１５、＃１７、＃１８で試合開
始。第１Q、両チームともハーフコートマンツーマンで試合開始。まずは精華が＃７のジャンプシュートで先制すれば、
熊本商業は＃４のドライブで返す。序盤しばらく得点が動かない時間帯が続いたが、精華＃４の３ｐｔｓ、＃６のインサ
イドで精華が徐々にリードを広げる。対する熊本商業は＃１７の３ｐｔｓで応戦。最後は精華＃７のブザービーターが決
まって２２対９精華リードで第１Q終了。第２Q開始直後、精華＃４の３ｐｔｓ、続いて＃６が２本連続でゴール下を決め、
まずはペースを掴む。タイムアウトを挟んで熊本商業は＃１７が３本連続３ｐｔｓを決め、流れを引き寄せようとする。し
かし、熊本商業のスクリーンがオフェンスファウルを立て続けにとられ、流れを掴めない。一方、精華は＃４がス
ティール、ジャンプシュート、アシストと大活躍。最後は精華＃４がブザービートの３ｐｔｓを決め前半終了。第３Q、精華
はまず、リバウンドからの速攻で＃７がレイアップ。熊本商業は＃１５がドライブで２点を返すが、精華の速攻が連続
して決まり点差を広げる。６分半、６５対３０となったところで熊本商業タイムアウト。しかし、その後は得点をとれずに
７２対３０で第３Q終了。第４Q、熊本商業は積極的に３ｐｔｓを狙うが精華のディフェンスを前になかなか決まらない。結
局８３対３５で試合終了。最後まで諦めずにリングを狙っていった熊本商業に対し、試合を通じてアグレッシブなディ
フェンスを続けた精華女子の勝利となった。
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精華女子 83
2nd

35 熊本商業
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第2副審 岡井　元毅

主審 隈元　ゆみこ

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 佐田 明美

(土) 15:00

コート Cコート 第5試合

カテゴリー 女子 2回戦
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